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山手中学校柔道部

～熱中☆瞬間～

平成２７年 ２０１５年

№ 93

心と体で一本！
　山手中学校柔道部（部員数１１名）は、顧問
の上田先生、山上先生の指導のもと、「心と体
で一本」というスローガンを掲げ、阪神大会・
県大会で優秀な成績を収められるよう、日々練
習に励んでいます。目指せ、一本！！！

６月定例会　Contents
第２回（６月）定例会のあらまし

賛否の分かれた議案・討論内容紹介

付議事件等の審議結果・議会日誌等・・・・・・Ｐ３

一般質問・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４～６

議会新体制紹介等・・・・・・・・・・・・・・Ｐ７

議会クイズ・９月定例会日程（予定）等　

～芦屋市議会は、市民の皆様により分かりやすく、親しまれ

る議会だよりを目指しています。ぜひ皆さんのご意見をお聞

かせください～　芦屋市議会事務局　℡ 0797-38-2001（直）
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統
一
選
挙
後
、
初
議
会
と
な

っ
た
平
成
二
十
七
年
第
二
回
定

例
会
は
、
六
月
十
九
日
（
金
）

か
ら
七
月
十
三
日
（
月
）
ま
で

の
二
十
五
日
間
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
に
は
、
正
副
議

長
を
は
じ
め
議
会
役
員
の
選
出

と
各
常
任
委
員
会
委
員
等
の
選

任
を
行
い
、
議
会
の
新
し
い
体

制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
は
、
市
税

条
例
等
の
一
部
改
正
な
ど
の
専

決
処
分
報
告
四
件
と
、
副
市
長

の
選
任
な
ど
の
人
事
案
件
六

件
、
芦
屋
市
立
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
芦

屋
市
立
岩
園
幼
稚
園
及
び
岩
園

小
学
校
整
備
工
事（
Ⅱ
期
）
請
負

契
約
の
締
結
な
ど
十
一
件
、
計

二
十
一
件
の
議
案
の
提
出
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
案
の
う
ち
、
芦

屋
市
立
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
は
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の

う
ち
、
一
定
以
上
の
所
得
を
有

す
る
被
保
険
者
の
自
己
負
担
割

合
を
一
割
か
ら
二
割
に
変
更
す

る
も
の
で
す
。

　

岩
園
幼
稚
園
及
び
岩
園
小
学

校
整
備
工
事
は
、
幼
稚
園
の
建

て
替
え
、
校
舎
棟
の
増
築
、
屋

内
運
動
場
・
留
守
家
庭
学
級
棟

の
改
修
及
び
小
学
校
の
整
備
な

ど
を
行
う
も
の
で
す
。

　

市
長
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、

各
常
任
委
員
会
で
慎
重
、
詳
細

な
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
承

認
、
同
意
あ
る
い
は
可
決
し
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
「
新
四
年
生
（
現

三
年
生
）
の
留
守
家
庭
児
童
会

へ
の
受
入
に
関
す
る
請
願
書
」

な
ど
二
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、

付
託
さ
れ
た
民
生
文
教
常
任
委

員
会
の
審
査
を
経
て
い
ず
れ
も

本
会
議
で
採
択
さ
れ
る
と
と
も

に
、
請
願
採
択
に
伴
う
議
員
提

出
議
案
と
し
て
、
「
少
人
数
学

級
の
推
進
な
ど
の
定
数
改
善
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
が
提

出
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
議
案
の
議
決
状
況
は
三
面

（
付
議
事
件
等
の
審
議
結
果
）

の
と
お
り
で
す
。

第
二
回

 

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

会　　派 あしや真政会 公明党
日本共産党
芦屋市議会
議員団

維新

の党

会派に属さない
議員

岩
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り
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う
す
け
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文

大

原
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貴
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と

う

ま
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弘

前

田　

辰

一

山

田

み

ち

子

中

島

か

お

り

議　決　結　果

報告第４号 ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認 （賛成１７人　反対３人）

第５５号議案 ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決 （賛成１７人　反対３人）

第５６号議案 ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可　決 （賛成１６人　反対４人）

請願第２号 ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 採　択 （賛成１７人　反対３人）

＊○ ･･･ 賛成、 × ･･･ 反対、 欠 ･･･ 欠席、 棄 ･･･ 棄権、 ―･･･ 議長 （議長は表決に参加しません。）

賛否の分かれた議案

改
選
後
の
初
議
会
開
催

  
正
副
議
長
な
ど
議
会
新
体
制
が
決
ま
る

～
少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定
数
改
善
、
義
務
教
育
費
国
庫 

  

負
担
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
書
を
全
会
一
致
で
採
択
～

建
て
替
え
工
事
中
の
岩
園
幼
稚
園

平成２７年８月号

２

　芦屋市議会では、賛否の分かれた議案に対する議員個人の賛否を市議会だよりと市議会ホームペー

ジで公開しています。今回賛否の分かれた議案等は２６議案中４議案で、採決の結果は下記の表のと

おりです。全ての議案等の結果については次ページの「付議事件等の審議結果」をご覧ください。

議　案

議　員

　入級可能な学級があるにもかかわ
らず、受け入れないことは不合理で
ある。保護者の就業形態の多様化や
放課後の子どもたちの安心安全を守
るという観点から、受け入れを実施

すべき。平成３０年の全学年実施という市の事業
計画をより実現可能なものとするため、段階的に
受け入れを実施し、早期に課題を発見すべき。 

賛 成
請願第２号 　入級条件に優先度が設定されてい

ないことで、入級を待つ切実な児童
や保護者の中でわだかまりが残るの
ではないか。課題を整理し、次年度
の体制をしっかりと確立することが

先決である。多岐にわたる難しい制度設計が必要
であり、わずかな期間で決定することは、時間的
に困難である。

反 対
請願第２号

　賛否の分かれた議案の討論を要約してお伝えします。
　今回は請願第２号を取り上げます。

賛否の分かれた議案
ー討論内容紹介ー

　請願第２号は、市の事業計画で平成３０年から小学校全学年での受け入れが予定されている学童保育につ
いて、次年度の小学校４年生から定員に空きのある学級において、段階的な受け入れを求めるものです。



議会日誌
５月～７月

【５月】
１１日 ▼ 代表者会議

２９日 ▼ 新議員説明会

【６月】
１１日 ▼ 議員総会

１２日 ▼ 議案説明会

▼ 議員研修会

１７日 ▼ 代表者会議

１８日 ▼ 議員総会

▼ 代表者会議

１９日 ▼ 本会議 （定例会第１日）

正副議長選挙等、

提案説明、 委員会付託

▼ 建設公営企業常任委員会

▼ 民生文教常任委員会

▼ 総務常任委員会

▼ 議会運営委員会

▼ 政治倫理審査会

２２日 ▼ 建設公営企業常任委員会

２３日 ▼ 民生文教常任委員会

２４日 ▼ 総務常任委員会

２５日 ▼ 代表者会議

３０日 ▼ 議会運営委員会

【７月】
１日 ▼ 本会議 （定例会第２日）

一般質問

２日 ▼ 本会議 （定例会第３日）

一般質問

３日 ▼ 本会議 （定例会第４日）

一般質問等

６日 ▼ 建設公営企業常任委員会

▼ 民生文教常任委員会

１０日 ▼ 議会運営委員会

▼ 代表者会議

１３日 ▼ 本会議 （定例会第５日）

各常任委員長報告、 討論、 表決等

▼ 議会報編集委員会

１４日 ▼ 代表者会議

２４日 ▼ 議会報編集委員会

付議事件等の審議結果
議案番号 件　　　　　　　名 結　果

市　
　
　
　
　

長　
　
　
　
　

提　
　
　
　
　

出

報告１ 芦屋市市税条例等の一部を改正する条例の制定について 承　認

報告２ 芦屋市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 承　認

報告３ 芦屋市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 承　認

報告４ 海浜公園有料公園施設の指定管理者の指定について 承　認

４７ 監査委員の選任につき市議会の同意を求めることについて 同　意

４８ 副市長の選任につき市議会の同意を求めることについて 同　意

４９ 公平委員会委員の選任につき市議会の同意を求めることについて 同　意

５０ 固定資産評価員の選任につき市議会の同意を求めることについて 同　意

５１ 人権擁護委員の候補者の推薦につき市議会の意見を求めることについて 同　意

５２ 人権擁護委員の候補者の推薦につき市議会の意見を求めることについて 同　意

５３ 芦屋市市税条例等の一部を改正する条例の制定について 可　決

５４
芦屋市特定教育 ・ 保育施設及び特定地域型保育事業の保育料等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

可　決

５５ 芦屋市立養護老人ホームの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

５６
芦屋市立デイサービスセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可　決

５７ 平成 27 年度芦屋市一般会計補正予算 （第 1 号） 可　決

５８ 平成 27 年度芦屋市下水道事業特別会計補正予算 （第 1 号） 可　決

５９ 財産の取得について 可　決

６０ 芦屋市立岩園幼稚園及び岩園小学校整備工事 （Ⅱ期） 請負契約の締結について 可　決

６１ 市道路線の廃止及び認定について 可　決

６２ 損害賠償の額を定めることについて 可　決

６３ 芦屋市指定金融機関の指定について 可　決

議
員
提
出

１ 芦屋市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 可　決

２ 少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度の拡充を求める意見書 可　決

請
願

１
少人数学級の推進などの定数改善、 義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための、
2016 年度政府予算に関する請願書

採　択

２ 新 4 年生 （現 3 年生） の留守家庭児童会への受入に関する請願書 採　択

陳
情１

人権教育充実と、 ヘイトスピーチ対策に対し、 法整備を含む強化策を求める意見書に関する陳
情書 （民生文教常任委員会） （※注）

結論を得ず

３

限りある資源を大切に！本誌はリサイクルによる古紙を使用しています。

可決した意見書（全文）

　　少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度の拡充を求める意見書

　社会状況等の変化により、学校は一人一人の子供に対するきめ細かな対応が必要となっている。新学習指導要領により、
授業時数や指導内容が増加するとともに、日本語指導を必要とする子供たちや、障害のある子供たちへの対応、いじめ、不
登校等の課題も深刻化している。こうした課題の解決に向けて、計画的定数改善が必要である。しかし、小学校１年生、２
年生と続いてきた３５人以下学級を拡充する予算措置が一切認められていない。
　日本は、ＯＥＣＤ諸国に比べて、１学級当たりの児童生徒数や教員１人当たりの児童生徒数が多くなっている。一人一人
の子供にきめ細やかな対応や、学びの質を高めるための教育環境を実現するには、１クラスの学級規模を引き下げる必要が
ある。
　子供たちが全国どこに住んでいても、一定の生活水準の教育を受けられることが憲法上の要請である。しかし、三位一体
改革により、義務教育費国庫負担制度の負担割合が２分の１から３分の１に引き下げられ、自治体財政が圧迫されるととも
に、非正規雇用者の増大に見られるような教育条件格差も生じている。
　よって、本市議会は、国において、以下のような事項について積極的に取り組むよう強く要望する。

記
１　ＯＥＣＤ諸国並みの豊かな教育環境を整備するため、教職員定数改善計画を示し、少人数学級を推進すること。
２　教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度を堅持するとともに、国庫負担割合を２分の
　１に復元すること。　　
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芦屋市議会
　（提出先） 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

（※注）陳情は（　　）内の委員会審査の結果で、本会議の結果ではありません。



　

選
挙
権
年
齢
の
十
八
歳
以
上

へ
の
引
き
下
げ
で
、
教
育
現
場

に
お
け
る
主
権
者
教
育
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
く
の
か
。
模
擬
選
挙
や
出
前

講
座
な
ど
を
取
り
入
れ
ら
れ
な

い
か
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

よ
り
選
挙
の
日
と
任
期
開
始
日

に
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
が
、
整

理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

小
中
学
校
で
は
児
童
会

選
挙
の
模
擬
体
験
、
参
政
権
や

政
治
に
つ
い
て
の
学
習
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
取
り
組
み

の
充
実
や
出
前
講
座
の
活
用
な

ど
で
学
校
を
支
援
し
て
い
く
。

選
挙
日
程
の
整
理
に
つ
い
て
は
、

今
後
と
も
兵
庫
県
、
神
戸
市
、

西
宮
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
と

連
携
し
て
取
り
組
む
。

　

空
家
対
策
法
の
施
行
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
民
地
の
た
め
対
処
で

き
な
か
っ
た
危
険
な
問
題
空
家

も
、
市
が
特
定
空
家
に
指
定
す

れ
ば
強
制
撤
去
な
ど
の
思
い

切
っ
た
対
策
が
と
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
市
内
で
特
定
空
家
と

さ
れ
る
空
家
は
何
戸
あ
り
、
こ

れ
に
基
づ
き
ど
う
対
応
し
て
地

域
の
声
に
応
え
て
い
く
の
か
。

現
在
「
特
定
空
家
等
」

に
相
当
す
る
家
屋
は
な
い
が
、

老
朽
化
等
に
よ
り
防
犯
面
や
環

境
面
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
空

家
は
二
戸
把
握
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
市
の

内
部
で
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
地
域
か
ら
の
情
報
を

活
用
し
つ
つ
、
空
家
の
実
態
把

握
に
努
め
て
い
く
。

　

開
森
橋
架
け
替
え
工
事
に
伴

い
一
時
休
止
し
て
い
る
開
森
橋

バ
ス
停
は
、
高
齢
化
が
進
む
山

手
地
域
の
重
要
な
公
共
交
通
機

関
で
あ
る
た
め
、
付
近
に
仮
バ

ス
停
の
設
置
を
求
め
る
が
、
ど

う
か
。
ま
た
、
工
事
完
了
後
は
、

廃
止
せ
ず
に
利
用
す
る
市
民
の

た
め
に
設
置
し
続
け
る
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

開
森
橋
の
西
詰
付
近
は
、

安
全
上
の
問
題
や
阪
急
芦
屋
川

駅
周
辺
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
仮
設
置
は
困
難
で

あ
り
、
ま
た
、
工
事
完
了
後
も

交
通
安
全
上
、
非
常
に
危
険
で

あ
る
た
め
、
同
じ
位
置
で
の
バ

ス
停
の
再
開
は
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
い
と
阪
急
バ
ス
株
式
会
社

か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

日
本
年
金
機
構
に
よ
る
年
金

情
報
流
出
問
題
が
報
じ
ら
れ
、

公
的
機
関
に
お
け
る
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
意
識
の
低
さ

に
市
民
は
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
行
政
に

お
い
て
も
対
策
は
必
須
で
あ
る
。

本
市
が
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

向
上
の
た
め
に
実
施
し
て
い
る

対
策
に
つ
い
て
問
う
。

毎
年
、
全
職
員
を
対
象

に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
研
修

や
自
己
点
検
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
シ
ス
テ
ム
面
で
は
生
体

認
証
を
導
入
し
、
端
末
の
使
用

権
限
や
扱
え
る
情
報
に
制
限
を

か
け
て
い
る
。
ま
た
、
端
末
に

デ
ー
タ
を
保
存
で
き
な
い
仕
組

み
や
外
部
媒
体
へ
の
書
き
出
し

制
限
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

　

犯
罪
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

方
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
際
、

市
町
村
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

大
き
い
。昨
年
六
月
議
会
で「
芦

屋
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
」
制
定
の
提
案
を
し
、
前
向

き
な
答
弁
を
い
た
だ
い
た
が
、

実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
阪

神
間
の
他
市
で
の
条
例
化
が
進

む
中
、
今
後
の
予
定
を
問
う
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
に
つ
い
て
は
、
芦
屋
市
生
活

安
全
推
進
連
絡
会
で
、
犯
罪
被

害
に
あ
わ
れ
た
家
族
か
ら
実
体

験
を
聞
く
な
ど
、
ど
の
よ
う
な

支
援
等
を
行
う
べ
き
か
を
検
討

し
て
い
る
。
今
後
、
関
係
団
体

と
も
協
議
し
な
が
ら
、
平
成

二
十
八
年
三
月
議
会
で
の
条
例

化
を
目
指
し
て
い
く
。

一　般　質　問

　６月定例会では、７月１日、２日、３日の３日間にわたり、

１９人の議員が延べ５３項目の内容について一般質問を行い

ました。

　一般質問の内容の一部を紹介します。

　質問の様子はホームページでご覧いただけます。

　HP アドレス http://gikai.gikai-tv.jp/dvl-ashiya/2.html

市

市

平成２７年８月号

４

ロックガーデンから望む芦屋市

選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
と
震

災
特
例
の
解
消
に
つ
い
て

　
　

無
所
属
（
※
注
）

　
　
　
　
　

中
島　

か
お
り

阪
急
バ
ス
開
森
橋
バ
ス
停
に

つ
い
て

　
　

あ
し
や
真
政
会

　
　
　
　
　
　

福
井　

利
道

問
題
が
あ
る
空
家
対
策
の
推

進
に
つ
い
て

　
　

あ
し
や
真
政
会

　
　
　
　

岩
岡
り
ょ
う
す
け

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

維
新
の
党

　
　
　
　
　
　

大
原　

裕
貴

市

犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て

　
　

あ
し
や
真
政
会

　
　
　
　
　
　

福
井
美
奈
子

岩園保育所

市

市

（
※
注
）
定
例
会
終
了
後
に
会
派

（
薫
る
風
）
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。



　

南
芦
屋
浜
で
は
人
口
が
五
千

人
を
超
え
て
い
る
が
、
郵
便
局

や
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
な
く
、
住
民
は
困

っ
て
い
る
。
打
開
策
と
し
て
市

有
地
を
提
供
し
郵
便
局
や
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
誘
致
を
図
る
と
か
、
開
発

者
の
県
企
業
庁
と
も
連
携
し
て

粘
り
強
く
日
本
郵
便
や
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
に
対
し
て
設
置
を
働
き

か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

南
芦
屋
浜
地
区
へ
の
郵

便
局
と
Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
に
地

元
自
治
会
、
県
企
業
庁
、
市
議

会
及
び
本
市
か
ら
日
本
郵
便
と

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
対
し
要
望
書

を
提
出
し
た
。
人
口
規
模
や
地

域
の
状
況
か
ら
設
置
困
難
と
の

見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
も
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

　

学
校
で
の
「
洋
式
・
和
式
ト

イ
レ
」
の
割
合
を
問
う
。
一
般

家
庭
の
洋
式
ト
イ
レ
普
及
率
は

八
十
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
言

わ
れ
て
い
る
中
で
、「
和
式
」

を
利
用
で
き
な
い
子
供
も
存
在

す
る
。
教
育
的
効
果
な
ど
の
理

由
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
全
面

的
な
改
修
時
に
「
洋
式
」
設
置

を
求
め
る
。

現
在
、
幼
稚
園
で
は
約

九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
小
学
校

で
は
約
六
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

中
学
校
で
は
約
五
十
二
パ
ー
セ

ン
ト
が
洋
式
で
あ
る
。
今
後
も
、

よ
り
清
潔
で
気
持
ち
の
良
い
ト

イ
レ
と
な
る
よ
う
、
幼
稚
園
及

び
小
中
学
校
の
大
規
模
改
修
や

建
て
替
え
工
事
に
あ
わ
せ
て
、

順
次
、
洋
式
化
を
進
め
て
い
く
。

　

現
在
策
定
中
の
総
合
計
画
基

本
計
画
が
、
短
期
間
で
の
社
会

変
化
に
「
柔
軟
に
対
応
す
る
計

画
」
で
あ
る
た
め
に
必
要
な
事

柄
と
、
市
長
が
目
指
す
ま
ち
づ

く
り
を
問
う
。
芦
屋
病
院
に
つ

い
て
、
医
療
費
抑
制
政
策
の
中
、

高
齢
社
会
に
お
け
る
自
治
体
病

院
と
し
て
の
長
期
的
な
運
営
方

針
に
つ
い
て
問
う
。

総
合
計
画
は
社
会
状
況

等
の
変
化
も
踏
ま
え
策
定
し
、

各
事
業
も
状
況
変
化
に
応
じ
て

推
進
し
て
い
る
。
人
口
減
少
時

代
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
量
的
拡

充
に
頼
ら
ず
市
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

芦
屋
病
院
は
安
全
安
心
な
医
療

の
提
供
、
行
政
と
の
連
携
等
地

域
住
民
の
と
り
で
を
目
指
す
。

　

奥
池
地
区
児
童
・
生
徒
の
バ

ス
通
学
費
の
補
助
は
、
財
政
難

を
理
由
に
山
中
市
長
一
期
目
の

行
政
改
革
で
廃
止
さ
れ
た
。
バ

ス
通
学
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
奥

池
地
区
児
童
・
生
徒
の
教
育
権

を
保
障
す
る
た
め
に
も
、
財
政

状
況
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず

補
助
制
度
の
復
活
を
求
め
る
が

市
の
考
え
を
問
う
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

奥
池
地
区
の
児
童
・
生
徒
は
バ

ス
に
よ
る
通
学
方
法
し
か
な
い

た
め
、
通
学
費
の
一
部
を
補
助

す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
通
学
補
助
は
行
政
改

革
と
し
て
、
市
の
補
助
金
全
体

を
見
直
す
中
で
廃
止
し
て
き
た

も
の
で
あ
り
、
復
活
は
考
え
て

い
な
い
。

　

国
・
県
主
導
の
埋
め
立
て
開

発
と
車
収
集
よ
り
安
価
な
た
め

導
入
さ
れ
た
の
が
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
で
あ
る
。
当
時
の
協
定
書
で

は
維
持
管
理
・
大
規
模
改
修
等

の
責
任
分
担
や
計
画
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
。
検
討
委
員
会
で

は
「
い
ず
れ
廃
止
」
と
の
意
見

も
あ
っ
た
が
、
利
用
者
等
の
意

見
を
聞
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
導
入
時

の
県
企
業
庁
等
と
の
協
定
書
で

は
、
施
設
の
維
持
管
理
は
市
の

責
任
で
行
う
と
な
っ
て
お
り
、

導
入
当
時
か
ら
施
設
の
状
況
や

使
用
年
数
な
ど
を
判
断
し
な
が

ら
大
規
模
改
修
等
を
実
施
し
て

き
た
。
今
後
も
時
間
を
か
け
て

利
用
者
の
意
見
を
聞
く
な
ど
し

て
、
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　

市
は
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
、

補
助
制
度
を
設
け
る
こ
と
で
設

置
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
現
実
的
に
は
進
ん
で
い
な

い
。
自
治
会
連
合
会
の
要
望
も

踏
ま
え
、
市
が
主
体
的
に
設
置

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

特
に
学
校
園
の
通
学
路
等
に
つ

い
て
は
、
計
画
的
な
取
り
組
み

を
求
め
る
が
市
の
見
解
を
問
う
。

小
中
学
校
通
学
路
等
へ

の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
た
め
、

通
学
路
の
安
全
点
検
時
に
お
け

る
危
険
箇
所
の
確
認
や
、
警
察

と
の
情
報
共
有
も
行
い
な
が
ら
、

犯
罪
発
生
場
所
の
検
証
を
行
う
。

今
後
、
防
犯
灯
の
増
設
な
ど
で

対
応
で
き
な
い
箇
所
は
市
が
率

先
し
て
設
置
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
く
。

　

Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
の
開
発
予
定

地
域
の
商
業
ゾ
ー
ン
に
あ
る
静

ひ
つ
な
戸
建
て
住
宅
を
芦
屋
ら

し
い
特
徴
と
し
て
捉
え
て
い
る

が
ど
う
か
。
本
市
の
イ
ベ
ン
ト

に
お
け
る
使
い
捨
て
容
器
ご
み

の
削
減
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減

推
進
の
た
め
に
、
エ
コ
指
標
で

も
あ
る
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
使
用

啓
発
の
進
め
方
に
つ
い
て
問
う
。

Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
地
区
に

は
特
徴
的
な
街
並
み
が
現
存
し

て
お
り
、
そ
の
特
徴
を
で
き
る

だ
け
残
し
た
い
。
リ
ユ
ー
ス
食

器
に
つ
い
て
は
、
国
も
普
及
啓

発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
本
市

も
三
大
ま
つ
り
出
店
者
へ
の
協

力
依
頼
や
市
広
報
で
の
啓
発
を

行
っ
て
い
く
。
そ
の
他
の
手
だ

て
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
。

市 市

本誌掲載の写真は希望される方に差し上げています。市議会事務局（℡ 0797-38-2001）へお問い合わせください。

５

市
内
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い

る
「
ト
イ
レ
」
に
つ
い
て

　
　

無
所
属

　
　
　
　
　
　

長
谷　

基
弘

南
芦
屋
浜
へ
郵
便
局
と
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
誘
致
を
図
れ

　
　

あ
し
や
真
政
会

　
　
　
　
　
　

松
木　

義
昭

ご
み
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
問
題
に

つ
い
て

　
　

日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　

森　

し
ず
か

未
来
に
向
け
た
芦
屋
の
姿
と

芦
屋
病
院
の
あ
り
方
を
問
う

　
　

無
所
属

　
　
　
　
　
　

い
と
う
ま
い　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
、
市
が

主
体
的
な
取
り
組
み
を

　
　

あ
し
や
真
政
会

　
　
　
　
　
　

中
島　

健
一

市

市

市

岩園保育所

奥
池
地
区
児
童
・
生
徒
の
バ

ス
通
学
費
補
助
に
つ
い
て

　
　

日
本
共
産
党

　
　
　
　
　

ひ
ろ
せ
久
美
子

市

岩園保育所

市

　
　

無
所
属
（
※
注
）

　
　
　
　
　
　

山
田
み
ち
子

Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
の
開
発
、
リ

ユ
ー
ス
食
器
導
入
に
つ
い
て

（
※
注
）
定
例
会
終
了
後
に
会
派

（
薫
る
風
）
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。



　

小
学
生
時
代
は
ス
ポ
ー
ツ
界

で
は
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
」

と
呼
ば
れ
、
神
経
系
が
著
し
く

発
達
す
る
時
期
で
あ
る
が
、
近

年
、
小
学
校
の
先
生
の
中
に
体

操
の
苦
手
な
先
生
が
い
る
。
こ

の
一
番
大
事
な
時
期
に
実
技
を

や
っ
て
み
せ
ら
れ
る
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
を
先
生
役
と
し
て
受

け
入
れ
て
は
ど
う
か
。

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
等

を
学
校
に
派
遣
す
る
こ
と
は
子

供
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
動
機

づ
け
と
し
て
有
効
と
考
え
る

が
、
ま
ず
教
員
一
人
一
人
の
体

育
の
指
導
力
向
上
を
図
る
こ

と
が
優
先
課
題
と
考
え
て
い

る
。
外
部
人
材
の
有
効
な
活
用

に
つ
い
て
は
、
国
の
制
度
を
見

な
が
ら
研
究
を
し
て
い
く
。

　

戦
前
の
市
町
村
が
国
の
戦
争

推
進
の
機
関
と
さ
れ
た
苦
い
教

訓
か
ら
、
戦
後
は
平
和
憲
法
の

下
で
地
方
自
治
が
重
視
さ
れ
て

き
た
。
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
の
閣
議
決
定
を
具
体
化
す
る

法
案
「
平
和
安
全
法
制
」
に
つ

い
て
、
地
方
政
治
の
責
任
者
と

し
て
平
和
憲
法
に
照
ら
し
て
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

平
和
に
関
す
る
政
治
状

況
に
は
、
市
の
責
任
者
と
し
て

常
に
注
意
が
必
要
だ
。
私
（
市

長
）
は
憲
法
を
遵
守
す
る
考
え

で
あ
り
、
国
会
で
議
論
中
の
平

和
安
全
法
制
に
は
反
対
で
あ

る
。
今
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄

が
先
の
大
戦
で
の
多
く
の
犠
牲

者
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
導
入
当
時
は

前
向
き
な
市
に
対
し
、
議
会
は

慎
重
な
立
場
で
あ
っ
た
。
最
終

的
に
賛
成
し
た
議
会
に
も
責
任

は
あ
る
が
、
市
は
自
身
の
責
任

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
自

己
評
価
を
明
確
に
し
て
問
題
提

起
を
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の

か
。
行
政
課
題
の
進
め
方
に
問

題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
利
便

性
・
先
進
性
か
ら
存
続
の
声
が

多
い
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、

今
回
の
進
め
方
に
つ
い
て
各
方

面
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
廃
止
あ
り
き
で
な
く
、
時

間
を
か
け
て
地
域
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
後
世
に
ど
う
残
し
て

い
く
か
結
論
を
出
す
こ
と
が
行

政
の
責
任
の
取
り
方
で
あ
る
。

　

南
芦
屋
浜
の
学
校
新
設
方
針

が
撤
回
さ
れ
た
。
市
長
と
教
育

委
員
会
は
、
議
会
や
市
民
意
見

交
換
会
で
単
学
級
に
な
っ
て
も

学
校
を
存
続
す
る
と
公
言
し
て

い
る
が
、
過
去
の
見
解
と
異
な

る
対
応
が
議
員
や
市
民
の
動
き

に
つ
な
が
っ
た
。
本
市
に
お
け

る
学
校
教
育
の
ぶ
れ
な
い
方
針

が
確
立
さ
れ
て
い
た
の
か
。

地
域
に
小
学
校
が
な

い
こ
と
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
単
学
級
に
な
っ
て
も
統
廃

合
は
し
な
い
も
の
と
し
て
建
設

の
判
断
を
し
た
が
、
単
学
級
は

好
ま
し
く
な
い
と
い
う
方
針
に

変
わ
り
は
な
い
。
市
民
の
代
表

で
あ
る
議
員
の
三
分
の
二
の
意

思
が
明
確
に
示
さ
れ
、
重
く
受

け
止
め
中
止
の
判
断
を
し
た
。

　

未
婚
の
ひ
と
り
親
は
、
離

婚
・
死
別
の
ひ
と
り
親
と
違
い
、

寡
婦
（
夫
）
控
除
を
受
け
ら
れ

な
い
。
そ
の
た
め
、
控
除
を
受

け
ら
れ
る
家
庭
に
比
べ
、
税
金

や
保
育
料
な
ど
の
負
担
が
重
い
。

市
と
し
て
、
寡
婦
（
夫
）
控
除

を
み
な
し
適
用
し
、
未
婚
の
ひ

と
り
親
家
庭
を
支
援
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

未
婚
の
ひ
と
り
親
へ
の

寡
婦
（
夫
）
控
除
の
適
用
は
国

の
制
度
と
し
て
整
備
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
全
国
市
長
会
を
通

じ
て
要
望
を
し
て
い
る
。
本
市

に
お
い
て
は
、
子
育
て
支
援
策

と
し
て
幼
稚
園
や
保
育
所
の
保

育
料
に
対
し
て
寡
婦
（
夫
）
控

除
を
み
な
し
適
用
し
、
負
担
を

軽
減
す
る
よ
う
検
討
を
行
う
。

　

自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
協
議

す
る
こ
と
な
く
「
朝
日
ケ
丘
広

場
」
を
改
修
し
、
子
供
や
高
齢

者
の
遊
び
場
を
奪
っ
た
こ
と
は

市
民
参
画
協
働
の
精
神
に
反
す

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
福

祉
部
局
や
教
育
委
員
会
と
も
協

議
を
し
て
い
な
い
が
、
高
齢
者

福
祉
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
計
画

に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

今
回
の
改
修
工
事
は
、

担
当
課
に
お
い
て
軽
微
な
変
更

と
の
認
識
か
ら
地
域
団
体
や
関

係
部
局
と
の
協
議
は
行
わ
な
か

っ
た
が
、
改
修
後
の
説
明
会
で

は
地
域
の
方
か
ら
多
く
の
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
は

公
園
の
利
用
に
影
響
す
る
工
事

は
自
治
会
や
関
係
者
と
事
前
協

議
す
る
場
が
必
要
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
十
二
年
間
、
年

度
始
め
の
施
政
方
針
で
各
種
の

施
策
を
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
実
施
で
き
な
か
っ
た

こ
と
、
や
り
残
し
た
こ
と
を
今

後
ど
う
す
る
の
か
。
世
界
の
人

々
が
一
度
は
訪
れ
た
い
ま
ち
芦

屋
は
ど
の
よ
う
な
ま
ち
を
想
像

し
、
四
年
後
は
ど
の
よ
う
な
ま

ち
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

こ
の
十
二
年
間
で
多
く

の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
が
、
待

機
児
童
の
解
消
等
解
決
し
て
い

な
い
課
題
も
あ
り
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
く
。
芦
屋
ら
し

い
景
観
を
守
り
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

で
、
本
市
を
訪
問
さ
れ
た
方
が

安
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

平成２７年８月号

６

ご
み
真
空
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に

つ
い
て

　
　

公
明
党

　
　
　
　
　
　

徳
田　

直
彦

ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
好
循
環
の
創
出

　
　

あ
し
や
真
政
会

　
　
　
　
　
　

重
村
啓
二
郎

芦
屋
の
教
育
に
児
童
や
生
徒

が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か

　
　

無
所
属

　
　
　
　
　
　

前
田　

辰
一

「
平
和
安
全
法
制
」
に
つ
い

て
の
認
識
を
問
う

　
　

日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　

平
野　

貞
雄

未
婚
の
「
ひ
と
り
親
家
庭
」

へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　

公
明
党

　
　
　
　
　
　

田
原　

俊
彦

市 市

市市

市

岩園保育所

岩園保育所

山
中
市
政
十
二
年
間
と
、
こ

れ
か
ら
の
四
年
間
に
つ
い
て

　
　

あ
し
や
真
政
会

　
　
　
　
　
　

長
野　

良
三

市

市
地
域
無
視
で
子
供
の
遊
び
場

を
奪
っ
て
も
い
い
の
か

　
　

公
明
党

　
　
　
　
　
　

帰
山　

和
也



限りある資源を大切に！本誌はリサイクルによる古紙を使用しています。

７

議

会

新

体

制

紹

介

～
議
長
・
副
議
長
な
ど
を
選
出
～

　

第
二
回
定
例
会
初
日
（
六
月
十
九
日
）
に
議

長
、
副
議
長
を
は
じ
め
、
議
会
役
員
の
選
出
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
や
議
会
運
営
委

員
会
の
委
員
な
ど
も
選
任
し
、
議
会
の
新
体
制
が

整
い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

畑中　俊彦
議　　　長

寺前　尊文
副　議　長

○
議　

長　

畑
中　

俊
彦

○
副
議
長　

寺
前　

尊
文

○
阪
神
水
道
企
業
団
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野　

良
三

○
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

し
ず
か

○
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

委 

員 

長　

中
島　

健
一

　
　
　
　

副
委
員
長　

森　

し
ず
か

　
　
　
　

委　
　

員　

福
井　

美
奈
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
原　

俊
彦

○
各
常
任
委
員
会
及
び
会
派
の
結
成
状
況　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
段
に
掲
載

常

任

委

員

会

委

員

紹

介

福井美奈子
委　員　長

森　しずか
委　　　員

中島かおり
委　　　員

長野　良三
委　　　員

松木　義昭
委　　　員

大原　裕貴
委　　　員

田原　俊彦
副 委 員 長

ひろせ久美子
委　　　員

寺前　尊文
委　　　員

岩岡りょうすけ
委　　　員

前田　辰一
委　　　員

福井　利道
委　　　員

山田みち子
副 委 員 長

長谷　基弘
委　　　員

いとうまい
委　　　員

平野　貞雄
委　　　員

重村啓二郎
副 委 員 長

徳田　直彦
委　員　長

中島　健一
委　　　員

畑中　俊彦
委　　　員

総
務
常
任
委
員
会

民
生
文
教
常
任
委
員
会

建
設
公
営
企
業
常
任
委
員
会

帰山　和也
委　員　長

　新議会では、５つの会派が結成されま
した。会派構成及び正副幹事長は、右表
の名簿のとおりです。
　会派とは、議会内で同じ政策を持つ議
員の集団です。本市議会では所属政党と
は別に会派を結成することが慣例化して
います。
　会派制は、会派を単位とするため、効
率的な議会運営ができる利点があります。

会派の結成状況 平成 27 年 7 月 13 日現在会派名簿（大会派・届出順）

会　　派　　名 所　　属　　議　　員　（◎幹事長　○副幹事長）　

あ し や 真 政 会
　◎中島　健一　○福井美奈子　　岩岡りょうすけ　　福井　利道

　　長野　良三　　畑中　俊彦　　重村啓二郎　　松木　義昭

公 明 党 　◎田原　俊彦　○帰山　和也　　徳田　直彦

日本共産党芦屋市議会議員団 　◎森　しずか　○平野　貞雄　　ひろせ久美子

維 新 の 党 　◎大原　裕貴　○寺前　尊文

薫 る 風 　◎山田みち子　○中島かおり

会派に属さない議員 　　いとうまい　　長谷　基弘　　前田　辰一



月 火 水 木 金 土 日
8/24 25 26 27 28 29 30

議会運営

委員会

31 9/1 2 3 4 5 6
本会議 建設公営企業 民生文教 総務

（提案説明） 常任委員会 常任委員会 常任委員会

7 8 9 10 11 12 13
議会運営 本会議 本会議 本会議 （予備日）

委員会 （一般質問） （一般質問等） 決算特別委員会

14 15 16 17 18 19 20
委員会 議会運営 本会議

（予備日） 委員会 （決算以外表決）

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 10/1 2 3 4
決算 決算 決算

特別委員会 特別委員会 特別委員会

5 6 7 8 9 10 11
議会運営 本会議

委員会 （決算表決）

○本会議 ・ 委員会の開始は、 原則午前１０時からです。

○傍聴希望の方は事前に時間をお確かめの上、 本会議は市役所南館４階傍　　　

　 聴受付、 委員会は市役所南館３階市議会事務局までお越しください。

９月定例会日程（予定）

　

今
春
の
統
一
地
方
選
後
、

初
め
て
の
定
例
議
会
が
六
月

十
九
日
か
ら
七
月
十
三
日
ま

で
開
催
さ
れ
、
第
十
九
期
と

な
る
議
員
の
う
ち
、
十
九
名

が
一
般
質
問
を
行
い
、
活
発

な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
広
報
活
動
に

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
や
広
報
紙
の
紙
面
内
容
を

充
実
さ
せ
る
な
ど
、
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

（
編
集
委
員　

　
　
　
　
　

福
井　

利
道
）　
　

　

六
月
定
例
会
は
議
員
に
な

っ
て
初
め
て
の
定
例
会
で
、

今
号
は
議
会
報
編
集
委
員
に

な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
市
議

会
だ
よ
り
で
す
。
既
存
の
読

者
の
方
々
が
も
っ
と
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
市
議

会
だ
よ
り
に
、
そ
し
て
、
ま

だ
お
読
み
に
な
っ
た
こ
と
の

な
い
方
々
が
新
た
に
手
に
取

り
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
魅
力
あ
る
市
議
会
だ
よ

り
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

（
編
集
委
員　

　
　
　
　
　

大
原　

裕
貴
）

平成２７年８月号

　芦屋市議会では、本会議・常任委員会・特別委員会・議会運
営委員会を傍聴することができます。ぜひ一度お越しください。
　また、本会議はインターネットで生中継もしています。

８

「カバンの中に１冊の本を」芦屋市では、ブックワーム芦屋っ子の育成を目指しています。

　

前
回
（
平
成
二
十
七
年
五
月
号
）
の
ク
イ
ズ
「
去
る
四
月
二
十
六
日
に
統
一
地

方
選
挙
に
よ
る
芦
屋
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
二
十
一
人
の
議
員
が
決
ま
り

ま
し
た
が
、
今
回
の
選
挙
に
伴
う
当
選
議
員
の
任
期
は
何
年
で
し
ょ
う
か
？
」
の

正
解
は
、
「
②　

四
年
」
で
し
た
。

第
十
一
問

　

芦
屋
市
議
会
に
は
、
現
在
何
人
の
女
性
議
員
が
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　

①　

六
人　
　

②　

八
人　
　

③　

十
人

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
三
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド　
　

（
五
百
円
分
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。
は
が
き
に
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
・
解
答
・
感
想
を
お
書
き
の
上
、
芦
屋

市
役
所
市
議
会
事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

締
め
切
り
は
八
月
二
十
六
日
当
日
消
印
有
効
で
す
。
正
解

は
、
十
一
月
発
行
予
定
の
市
議
会
だ
よ
り
九
十
四
号
で
発
表

し
ま
す
。
（
個
人
情
報
は
賞
品
の
発
送
以
外
に
は
使
用
い
た

し
ま
せ
ん
。
）
当
選
者
の
発
表
は
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
か

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議

イ

ク

ズ

会

６月 11 日開催　議員総会

～
議
会
の
ナ
ゼ
？

　

な
に
？
再
発
見
！
～

議会報編集委員会の
新しいメンバーが
　　　　決まりました

　議会活動をよりわかりやす

くお伝えできるよう、親しみ

やすく読みやすい市議会だよ

りを目指していきます。

　委 員 長　畑中　俊彦

　副委員長　寺前　尊文

　委　　員　福井　利道

　　　　　　田原　俊彦

　　　　　　ひろせ久美子

　　　　　　大原　裕貴

　　　　　　中島かおり


